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体育授業における｢楽しさ｣の実態分析

岡田猛･海野勇三･西谷憲明※
(1983年10月15日　受理)

An Analysis of Pleasure in the Lesson of Physical Education

Takeshi OKADA�"Yuuzo UNNO�"Noriaki NISHITANI

は　じ　め　に

現行の指導要領-の改訂･移行は体育に対して一つの画期をもたらしているようである.

｢各種の基本の運動及びゲームを楽しくできるようにし｣ (小学校1, 2年), ｢各琴の運動の楽しさ

を体得する｣ (小学校5, 6年), ｢各種の運動の合理的な実践を通して運動技能を習得させ,運動の

楽しさを味わわせる｣ (中学校),などの記述にみられるように,そこでは｢楽しさ｣が強調されて

いる｡この｢楽しさ｣概念は,敗戦後に目ざされた民主体育の方向づけを与えたとされる1953年の

小学校学習指導要領体育科篇以来,実に27年ぶりの復活ということになる｡

我が国の体育においては, 1964年の東京オリンピックでの惨敗以来, ``ォリンピック選手の養成

は小学校時代から''ということで,一貫して体力づくりが基調をなしてきた｡その結果,一部の筋

力を除いては,確かに体力の向上をもたらしてきたけれども,他面において,トレーニング的体育

授業の横行によって, ｢運動好きの体育嫌い｣という言葉に象徴されるような,体力向上的成果を

台なしにして余りある本質的問題を生起してきたのである｡

このような歴史的背景からみるとき,現行指導要領のもつ｢画期性｣は前向きに受けとめてよい

ように思われるが, ｢楽しさ｣概念の内包的豊かさもあってそのうけとめ方はさまざまである｡第

-に,先の引用文が, ｢楽しくできるようにし,体力を養う｣と｢体力｣とセットにされているよう

に,指導要領自身,折衷的暖昧さを残したままなのである｡

ともあれ, ｢楽しさ｣そのものについての解明は急がれねばならない｡

近年,この点をめぐって,さまざまな角度から,体育関係誌上において活発な議論が行なわれて

きている｡

第一の角度は,楽しさの｢深さ｣とでもいえる点をめぐる議論である｡楽しさが単に｢らく｣な

運動をすることとは区別されねばならないことはいうまでもないが,現場ではその点で混乱が続い

ているようである1)0

第二の角度は,従来強調されてきた体力づくりや技術獲得と楽しさの関連についての議論であ

※鹿児島短期大学
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る｡現行指導要領の折衷的性格を反映してか,この点をめぐる議論が最もシビアである｡楽しさの

重視は体力づくりや技術獲得を包摂しうるのか2),逆に楽しさの強調が体力づくりや技術獲得をス

ポイルするのか3),また両者は並列されねばならないのか4),議論がつづけられている｡

第三の角度は,楽しさを保障するための学習指導上の諸条件をめぐる問題であり,特に教材編

成5)や評価6)をめぐって従来のあり方に深い反省が加えられている｡

第四に,楽しさの種類,及びその運動種目との対応,及び発達段階によるその変化をめぐる議論

がある｡

以上の他にも,例えば生涯体育との関連やその他の角度からさまざまに論じられている｡ここで

は議論の当否について論じるのが本旨ではないので他日を期すことにするが,これらの,いわば演

縛的･理念的アプローチについての着実な論証の積み重ねの重要性を指摘しておきたい｡

しかしながら,これらのアプローチにも自ずから限界が存することは明らかであり, ｢絵に画い

た餅｣の煩の空論にならないためにも,現実とのつきあわせは欠かすことができない｡

そこで,楽しさ研究のもう一つの方向として,いわば実態的･帰納的アプローチがある｡この分

野では,高田四原則に代表されるような,教師側での体験的･実感的方法が従来までの主流を占め

てきた｡しかしながら,この方法では客観性に欠けるおそれがあるので,それを補う意味をも含ん

で,多人数を対象にした調査法による研究もようやく本格的にすすめられようとしてきている｡

例えば,徳永らは,大学生,小学生を対象に調査し,因子分析法により｢楽しさ｣の因子を抽出

しており7),また賀川は,小,中,高を対象に,同じく因子分析法により性別に｢楽しさ｣の因子

を抽出している8)｡

現在では,これらの調査研究の積み重ねがもっとも必要になってきているように思われる｡

以上, ｢体育と楽しさ｣にかかわる研究状況を概観してきたわけであるが,もちろん,清輝的･

理念的研究と実態的･帰納的研究は互いに排除しあうものではなく,相補的に発展させていかれる

べきものである｡

本研究は,あまり蓄積のはかられてきていない, ｢楽しさ｣の実態についての調査研究を行なう

ことにより,体育授業における楽しさの解明をめざすものである｡指導要領にいわれる｢運動の楽

しさ｣も,まずはそれをも含んだ｢授業の楽しさ｣にかかってくるところが大きいと思われるから

である｡

K^^^^^KS

1.調査対象　　鹿児島市内小学校6年　163人

′′　　中学校3年　155人

′′　　高　校3年　154人

2.調査期日　1983年7月10日～20日

3.調査方法　　質問紙法による集合調査
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4.調査内容　　調査用紙は,児童･生徒が楽しさを感ずる具体的な授業場面73項目,及びフェー

スシート,体育に関係する基本的項目からなる｡内容は,事前の調査及び先行研

究,それにわれわれの考える項目を加えて構成された｡対象者は,楽しさの程度

を示す5段階尺度(1-まったく楽しさを感じない,から, 5-強く楽しさを感

じる,まで)によって回答させられた｡

5.分析方法　　フェースシートや体育に関係する基本的項目を基準にして,楽しさ項目の平均値

の比較検定を行なった｡

また,楽しさ項目について, 73×73の相関行列を求め,求められた相関行列に

対して,初期共通性の推定値,固有値を求め,固有値が1.000以上の因子数を,

主因子解法により求めた｡さらに因子の解釈を容易にするために　Varimax法に

よる直交回転を行なった｡

なお,以上の分析のうち,性別の分析は,中学,高校に限定した｡

結果と考察

Ⅰ　体育に関係する基本的項目

1.学年別分析

調査では楽しさを聞く項目以外に,楽しさに関係のありそうな体育に関係する基本的項目をも

設定している｡運動の好き嫌い　Riesmanの分析概念を用いた態度(ただし,小はその一部の選

表1体育に関係する基本的項目カテゴリーの学年別分布

項 目 運動 の好 き嫌い 態 度 (志 向型 ) 体 育の好 きな順位 体 力 運動 部経 験

幸 手
どち
らと
も

嫌 い
な方
伝統 内部 外部 1 位 2 3 4

5 要 る 妻

●

普通
ない 現在
方 入部

過去
入部
経 験
無 し

小 塙 …
39

2 4 .1

1 3

8●0

/
3 2

2 0. 0

1 28

80 .0

8 1

52 . 6

33

2 1 .4

2 0

1 3. 0

2 0

1 3. 0

4 326 .4 9 1

5 5 .8

2 91 7. 8
7

中 3 ー64ヲ…
3 6 1 9

1 2. 3

36

24 .2

4 4 69 7 1 3 3 25 1 4 1 2 25 8 4 37 4 4 3 9 7 2

23 .4 2 9. 5 46 .3 4 5. 8 21 . 3 1 6 .1 9●0 7 .7 17 .1 5 7. 5 2 5 .3 2 8. 4 25 . 2 4 6⊥5

高 3
1 06

68 .8

4 3

2 7. 9

5

3●2

3 0

1 9. 7

62

4 0 .8

6 0

3 9. 5

65

4 2 .2

5 1

3 3. 1

2 3

14 . 9

1 0

6●5

53. 3 3 120 .4 8 6

5 6. 6

23テ彊
53

3 4 .4

6 4

4 1 .6

iV = 47 0 iV = 3 0 1 A /= 30 9 W = 4 6 1 iV = 30 9

A 2= 9. 0 9 X 2= 4 .2 0 A 2= 7. 7 51 X 2= 5 . 37 A 2= 3 .2 0 3

●sig = . 05 9 ●sig = .1 2 2 sig = . 10 1 sig = . 2 5 1 ●sig = .2 0 2

ノ石打 = . 0 98 ノ百 = .1 1 8 ノ打 = .1 5 8 ノC r = . 07 6 ノ百 = .1 0 2

全 可 3 156 7. 0I,… 11 8
,…2 5. 1

■

■.
: 37
II… 7●9
●●

6 6

14 . 3

I… 1 38
I●…29 .9

-

,-… 2 5 7
ll…5 5. 8
●

21 7

4 6. 9

■I… 1 17
●t…25 . 3
I

IJ… 6 8
-一重1 4. 7
●-

J 44
J■-… 9●5
▲-

173 .7 2 1.≡■≡ 2 6 1
■-I…5 6. 6
-I

耳 8 126 . 2 -●… 92
-一重2 9 .8

-

-●… 1 36
-1…4 4 .0
-

※　小6の行の斜線のセルは選択肢なし,従って該当項目の統計値はすべて中3,高3に対するもの.

※　セル内の上段は人数,下段は%
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表2　体育に関係する基本的項目カテゴリーの性別･学年別分布

項

性 目

運 動 の 好 き嫌 い 態 度 (志 向 型 ) 体 育 の好 き な 順 位 体 力 運 動 部 経 験

童 ■ 芳 美 き き
嫌 い

な方
伝 統 内 部 外 部 1 位 2

IIII3 …
I,I

4 5

あ る …

万

一

普 通
一な い 現 在 ::

方 入 野

過 去

入 部

経 験

無 し

■一I
■■●I■一-

中

3 ■

52

6 9 .3

1 9 4 1 7 2 7 2 8 39 1 7 1 3 5

6 ●6

2 1 4 34 2029 .4 233 0. 3 2 4 2 9

25 . 3 5 ●3 2 3. 6 3 7. 5 38 . 9 5 1 .3 22 .4 17 . 1 2 .6 2 0. 6 50 . 0 3 1. 6 3 8. 2

一I一IIII■JI一I

高

3

66

81 .5

1 3 2 17 4 4 2 0 4 3 2 1 8

9 ●9

7

8 ●6

22 .5 2 42 9. 6 4 5 12

1 4. 8

3 1

3 8. 3

30 2 0

1 6. 1 2 ●5 2 1 .0 5 4. 3 24 . 2 5 3 . 1 25 .9 55 . 6 3 7. 0 2 4. 7

iV = 15 6 〃 = 15 3 iV = 1 5 7 iv = 14 9 N = 15 7

A 2= 3. 22 7 A 2= 4 .8 9 1 A 2= 1 . 98 3 Z 2= 5. 0 68 X 2= 3 .3 4 9

●sig = . 19 9 ●sig = .0 8 7 ●sig = .7 3 9 ●sig = .0 7 9 ●sig = . 18 7

ノ訂 = .1 4 4 ノC r = .1 7 9 ノEF = . 1 12 ノC r = . 1 84 ノi斉 = . 14 6

女

4 75 9. 5 1 7

2 1. 5

15

19 .0

19

2 4 .7

1 7

2 2. 1

4 1

5 3. 3

3 2

40 . 5

1 6

2 0 .3

12

1 5 .2

9

l l. 4

10

12 .7

l l

14 . 1

50

64 . 1

172 1. 8 2 12 6. 9 1 5

19 . 0

4 3

54 . 4

頼 og
3 0

4 1. 1

3

4 ●1

1 3

18 .3

18

2 5 .4

4 0

5 6. 3

2 2

30 . 1

3 0

4 1 . 1

1 5

20 . 6

3

4 ●1

3

4 ●1

7

9 ●9

4 1

5 7. 8

2 3 6

3 2. 4 8 . 2

2 3

31 . 5

4 4

60 . 3

A T= 1 52 iV = 14 8 iV = 15 2 〃 = 1 4 9 N = 1 52

A 2= l l. 94 1 X 2= . 92 4 A 2= 12 . 99 9 A 2= 2. 35 5 X 2= 9 .8 0 7

●sig = . 00 3 ●sig = . 63 0 ●sig = .O l l sig = . 30 8 sig = . 00 7

ノC r = . 07 9ノ百 二一三 . 28 0 ノC r = .2 9 2 ノ房 ■主 . 12 6 ､/ 百二■三 . 2 54

択肢),体育の好きな順位(小は4教科中,中･高は5教科中の相対的順位),体力についての自

己評価,運動部経験(小はなし),である｡

表1は,基本的項目の全体的分布,及び学年(表現は必ずしも妥当ではないが,小6,中3,

高3をここでは学年と記す)との関連を分析したものである｡

運動の好嫌は約60%の者が｢好きな方｣と答えており,学年間でも懐向に差はない｡態度は,

小で｢外部志向型｣が80%と多い他は,学年間に傾向に差はなく,全体的に｢伝統志向型｣が最

も少ない｡体育は他の教科にくらべて好かれており,半数近くのものが1位にあげている｡体力

は半数以上の者が｢普通｣と答えており,学年による憤向のちがいほない｡運動部経験も学年に

よる傾向のちがいはなく　50%以上の者が経験者である｡

2.性別･学年別分析

表2ほ,基本的項目と学年の関連を性別にみたものである｡ X2値,クラマ-の関連度係数

(ノcT)で,関連度を性別に比較してみると次のようになる｡

運動の好嫌一男く女-,態度一男)女-,順位一男く女-,体カー男く女-,部経験一男く女

0

ノcT係数より男女の違いをみると,順位,好嫌,態度においてその差が大きい｡

女子において,好嫌,部経験(いずれも1%水準),順位(5%水準)で関連度が高いのが目に
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つく(男子では有意な項目はなし)0

3.学年別･性別分析

表3ほ,基本的項目と男女の由連性を学年別に分析してみたものである｡ X2億, V/房~係数で

みると,好嫌一中く高一,態度一中く高一,順位一中く高一,体カー中く高一,部経験一中く高

,となる｡いずれの項目においても高がたかく,高校における性役割(sexrole)の分化を示し

ている｡

Jと㌃係数により学年の違いをみると,部経験,態度,体力においてその差が大きい｡

高校において,態度,部経験(いずれも0.1%水準),好嫌,体力(いずれも1%水準),順位

(5%水準)と,すべての項目で有意性を示す(中学では有意な項目はなし)｡

表3　体育に関係する基本的項目カテゴリーの学年別･性別分布

学 習 運動 の好 き嫌 い 態度 (志 向型 ) 体育 の好 きな順 位 体 力 運 動部 経験

= g f どち
らと
も

嫌 い
な方
伝 統 内部 外部 1 位 2 3 4 5

あ る
方
普通
ない
方
m &
入部 ■
過 去
入部
経験
無 し

中 5 26 9 .3 1 9

2 5. 3

45. 3 1723 .6 2 7

3 7. 5

2 8 3 9

3 8. 9 5 2. 7

1 7

23 . 0

13

17 . 6

5

6●8

22 .9 1420 . 0 34

4 8 .6

2 0

2 8. 6

2 3

30 . 2

24

3 1 . 6

2 9

3 8 .2

3 可 59チ7;
1 7

2 1. 5

1 51 9. 0 192 4 .7 17

2 2 .1

5 3紀
16

2 0. 3

12

1 5. 2

9

l l. 4 i二 -_l l

50

6 4 .1

17

2 1. 8

2 1

26 . 6

1 5

19 . 0

43

54 .4

Ⅳ = 5 4 Ⅳ = 1 4 9 W = 15 5 iv = 14 6 N = 1 55

Z 2= 6 . 6 3 X 2= 4 . 6 71 X 2= 7. 1 8 1 X 2= 2 . 98 0 A 2= 4 . 83 4

●sig = . 0 36 sig = .0 9 7 sig = . 12 7 sig = .2 2 5 sig = 4 .8 3 4

ノC r = . 2 07 へ/C r = . 17 7 ノi芽 = . 21 5
■

ノC r = . 1 4 3 V C r = . 1 77

高 木 ?≡
13 22. 5 1 721 .0 4 20

2 4 .7

4 3

5 3. 1

2 1 8

9●9

7

8●6

2 2 4 5 1 2 3 1 3 0 2 0

1 6 .0 54 .3 2 5. 9 2 . 5 2 9 .6 5 5. 6 14 . 8 3 8 .3 3 7. 0 24 . 7

3 祈 08
30

4 1. 1

3

4●1

1 3

1 8. 3

1 8

2 5. 4

56彊
3 0

4 1. 1

1 5

2 0 . 5

3

4●1

4出
4 1

5 7. 7

233 2. 4 68 . 2 2 3

31 . 5

44

6 0 .3

iV = 1 54 iV = 15 2 iV = 15 4 iV = 15 2 A t 1 54

Z 2= 1 2. 9 18 X 2= 1 7. 5 2 1 -X 2= 11 . 92 0 X 2= 1 2. 36 1 X 2= 26 .4 7 2

●sig = .0 0 2 ●sig = .0 00 Slg = :. 0 18 sig = . 0 0 2 ●sig = . 00 0

ノ訂 = .2 9 0 ノC r = . 3 40 ノ訂 = . 27 8 ノ房 = . 28 5 ､/■訂 = . 4 14

Ⅱ　楽Lさに関係する項目一学年による変化-

1.学年による変化

表4は,楽しさに関係する項目の平均値が3学年でどの程度変化するのか(分散分析),また

2学年間相互における差の度あい(T検定)を分析したものである｡

注目される点は,教師の態度･指導に関する項目における分散分析はいずれにおいても0.1%

水準で有意にあることである｡ T検定によりその学年相互の比較をみると,特に中一高問にその
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表4　体育の授業場面における｢楽しさ｣評定点の平均値の学年別有意差(性)検定

項 全 全 全

チ2;嶺

技

術

習

得

1運動のコツがわかる

18新らしいワザをつくりだす

27新しいワザに挑戦する

35チームプレイがうまくいく

37簡単な運動をする

40はらはら,どきどきのゲーム

45ゲームをやる

50練習方法を工夫する

53他のすぼらしいプレイをみる

55できるまで練習をくりかえす

57自分の技術の上達がわかる

58強いチームにあたる

62勝敗にこだわらずに運動

64プレイが得点に結びつく

66グループの上達が実感される

68できなかった運動ができた

70ゲームをする

71あったルールに工夫できる

72自分の程度に応じた運動 享子享享享 享章享至至

4.29.

3.84.

3.36.

4.19.

2.73.

3.94.

4.34.

3.43.

3.57.

2.93:.

4.16..

3.05!.

3.63.

4.29.

3.78.

4.15.

4.18.

3.40.

3.48.竿

)))

)))

)))

)))

)))

))

)))

)))

))

)))

)))

15享享266569563929撃

※

2｢がんばろうね｣と励ましあう

8皆で力をあわせたという実感

10他の人から教えてもらう

15 ｢ドンマイ｣と励ましてくれる

19他人に教えてあげる

22応援をうける

25他と気拝が通じあう

26他から｢ナイス!｣といわれる

29めだたない人が活躍する

60友だちといろんな話しをする

61友だちがコッケイなプレイをみる

73ゲームの応援 岳∃国毎iEg日昌

)))

))

))

))

3.14

4.10

3.58

3.73

3.90

3.84

3.82

4.07

3.25

3.50

3.52

3.32.8号

享朋<

>サ

>サ

サ>

サササ

48 .75

4先生が冗談をいって笑わせる

7先生が皆を同じようにみる

14先生がやさしく教える

16先生にはめられる

23先生がプレイをみてくれる

28先生の失敗をみる

30先生と話しができた

33先生が意見をきいてくれる

39先生がやることをわかりやすく説
明 芋蔓目白岳岳

3.70.90

3.83.70

3.52.77

4.12.81

3.57.93

2.73.89

3.27.79

3.87.72

3.37.70

享茸89

66

61

69

65

87

54

69

57

筆14

38

60

53

15

30

56

｡6

57葦葦葦
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項 全 全 全

F値情意性

41先生が自由にやらせる

44先生が手をとって教える

46先生が一緒になって運動

48先生のきげんがよい

54先生が厳しく指導

69先生がすぼらしい手本をみせる

貢.45.

.51.

.85.

.91.

.141.

.74.蛋
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●

●
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C
O
 
C
O
 
C
O
 
C
O

m
m
m
x
n

x
s
x
¥

…7妄言…1書写等
3思いどおりに動ける

6自分の実力を発揮できる

9手本として前でやらされる

11勉強からの解放感

12他の人よりもうまくできた

20夢中でできた

24ワザを皆の前で発表する

31気分がすっきりする

43思わずめだつ

49汗をいっぱいかく

56体を思いっきり動かす

59大きな声を出す 笹日昌

く

くく(

)

)

)

≡:33;.67

.70
3.611.00

3.97.64

享墨

13.34.80

)))

(

)))

同蠎X

享享享吾妻享享 睾L岳
学
　
習
　
環
　
境

5体育館でやれる

21力の似た者同志が同じグループ

32気のあう人と同じグループに

34異性と一緒に運動する

38運動場でやれる

42上手な人と一緒のグループに

47用具が充分用意されている

三号‡買
芸:冒31::≡

萱.22

.55

.22

.15

.47

.67

.77享
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●
　
　
　
　
　
　
●
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3.26

3.20

3.54ト…7:

9.1

11.1

22.1

2.0

8.7

28.0

3.5芸1琴等.琴

13補強運動をする

17見学をしているとき

36学習カード等が準備されている

51運動の合い間にひと休み

52グループで話し合う時間

63グループでの反応の時間

65整理運動をする

67準備運動をする 岩岳日日igg買

3.43

3.12

2.80

2.55

))) 2.53

2.43

2.02

2.40

3.50

3.33

2.75

2.63

2.62.6享 二三‡妄言1買
)--5%水準での大小

))･･--1%水準での大小

)))--0.1%水準での大小

※　以下の表でも同じ

※･--♪<.05

※※--･♪<.Ol

※※※-　�"/K.001

差が著しいようである｡

他のカテゴリーを0.1%水準でみると,技術習得に関して19項目中11項目,集団の雰囲気に関

して12項目中4項目,自己実現に関して12項目中5項目,学習環境に関して7項目中5項目,学
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習過程に関して8項目中2項目,と多くの項目で有意な分散を示している｡

学年相互の差をみると,前述した,教師の態度弓旨導に関する中一高間における差の他に,技

術習得に関しては小一中の間,自己実現に関して中一高の間,学習環境に関して小一中の間に,

比較的差のある項目が多いようである｡

なお変化の方向をみると,ほとんどの項目で一方的右下がりを示し,小一中一高と楽しさを感

ずる程度は低くなる｡これは,人間の感性発達の一般的傾向を反映したものであるのか,あるい

は,同じ体験も回数を重ねるにつれてそれから受ける感情的反応の程度は薄れるという事実によ

るのか,さらには体育指導における教師の指導性は小一中一高と後退しているという世上指摘さ

れている事態に照応したものであるのか,解明される必要があろう｡おそらくはいずれもが関連

しているであろう｡

F値の高い順に項目をあげれば次のようになる｡

15.失敗した時友達が｢ドンマイ｣と励ましてくれる　CF-54.95以下同じ)一小)))中)))

高(), )), )))の意味は表4に同じ｡以下同じ)0

39.先生がやることをわかりやすく説明(54.57)｡パターンは前項に同じ｡

16.先生にはめられる(39.53)一小･中)))高｡小,中の間に有意差がないところをみると,

高で急に先生の賞賛に対して｢楽しさ｣を感ず程度が低くなるようである｡

23.先生が自分のプレイをみてくれる(38.15)一小)中))〉高｡これも中,高の間に大きな

落差がある｡

37.簡単な運動をする(37.10) -小)))中))高｡中,高間よりも,小,中間に大きな落差

がある｡

46.先生が一緒になって運動(36.17)一小))中)))高｡これも中,高の間にl大きな落差が

ある｡

14.先生がやさしく教える(33.60)｡前項目と同じパターン｡

44.先生が手とり脚とりして教える(32.76)一小･中)〉)高｡小,中で変化なく,中,高の

間に大きな落差がある｡

36.学習カード等が準備されている(30.32)一小)〉)中〉〉高｡小,中の間に大きな落差が

ある｡

同じ0.1%水準で,一方的に右上がりになっている項目も2つほどある｡これは本調査にあっ

ては例外であるといえる｡

ll.勉強からの解放感(17. 40)一小くくく中く高｡小一中一高と受験勉強に追われるようにな

る実態を反映している｡特に小,中の間の落差が大きい｡

28･先生の失敗をみる(9.30)一小くくく高,中く高｡小,中の間では変化はなく,中,高で

5%水準,小,高閣で0.1%水準の落差がある｡
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以上の2項目は,いずれも,現実の問題状況をゆがんだかたちで反映したものであると思われ

ることに留意されるべきである｡

学年間の差を全体的にみると,小と中の間においてよりも,中,高の間に大きな落差があるよ

うである｡

2.高得点の内容

表5ほ,表4の中から高い得点の内容をとりだしたものである｡それによると,高く評定され

た内容には, ｢ゲームや競争に勝つ｣ ｢できなかった運動ができるようになった｣ ｢自分の実力が

発揮できた｣｢チームプレイがうまくいった｣｢気の合う人と同じグループになれた｣｢夢中になっ

てできた｣ ｢ゲームをする｣ ｢運動のコツがわかった｣等があり,運動のできばえ･成果に関する

内容が大部分であり,学年を通してその内容はほとんど変わらない｡

表5　体育の授業場面における｢楽しさ｣の評定　一高得点の内容-

小　6 (男女) 中　3 (男女)　　　l　　　　高　3 (男女)

平均鳳

5.54

4.49

4.46

4.45

4.43

4.42

4.4268

12

57

64

20

41

45^-A^M#rjfo/c

68-e^iti^KMWitfn*

32%<｣>%>*>hkMZ??^

-7-KfJtzZ>k$

35^-Ay-i/-f^5｣<

20P4サmZtotftfvii;

sit

415fc｣^glitr.^｣)*-C

52^^-y'trsSL^^^
H*J*Sit

it

12ioAi0%5f<t?

70y-A^-tsit

64g^-cD^V-f^ff*JC
MDf^l^ci.t

3Sl^｣*JO^K/<｣i
^t?ァーfcit

思いどおりに動くこと
ができたとき

できなかった運動がで
きるようになったとき

他の人よりもうまくで
きたとき

自分の技術の上達がわ
かるとき

自分のプレイが得点に
結びついたとき

夢中になってできたと
き

先生が自由にやらせて
くれるとき

平均鳳　項　　目IiP均

享:享:一千三2

ゲームや競争に勝った
とき

自分の実力が発揮でき
るとき

思いどおりに動くこと
ができたとき

できなかった運動がで
きるようになったとき

夢中になってできたと
き

自分のプレイが得点に
結びついたとき

チームプレイがうまく
いったとき

ゲームをするとき

運動のコツがわかった
とき

気の合う人と同じグル
ープになれるとき

自分の技術の上達がわ
かるとき

力をあわせてやったと
いう実感のもてるとき

他の人よりもうまくで
きたとき

4.49

4.41

4.40

4.38

4.36

4.33

4.32

4.32

4.31

4.29

4.29

4.26

4. 24

3.低得点の内容

次に評定値の低い項目をひろってみよう｡
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表6ほ低い順に12項目を学年別に示したものである｡高得点の内容にくらべると,全学年に共

通した項目は少ない(11項目に対して5項目)が,そのうち共通した内容を一瞥して歴然とする

のほ,整理運動,準備運動,補強運動などの,学習の指導過程に定型的にはめこまれたルーティ

ーン的活動である｡また,学習カードや記録用紙などを準備した授業も多く行なわれているが,

実態として｢楽しさ｣に対して逆機能的に働いているようである｡

表6　体育の授業場面における｢楽しさ｣の評定　一低得点の内容-

小　6 (男女)　　J　　　　中　3 (男女)　　l　　　　高　3 (男女)

項　　　　　目 葦l　項　　目 平均J冨l　　項

28

65

34

67

63

132

54

36

29

52

59琴等蔓等芸子千千

2.91

2.94

3.11

3.1236

28

63

13

3.143?

3.1754

3.2652

3.302

3.36　34

学習カード等が準備さ
れている

先生が失敗するのをみ
る

グループでの反省の時
間がある

補強運動をする

簡単な運動をする

先生が厳しく指導する

グループで話し合う時
間がある

きらいな人とも｢がん
ばろうね｣と励ましあ
う

異性と一緒に運動をす
る

2222

223

33

3:;;i36

13

67

65

37

63

54

449

3｡蓋霊宝裏芸;㍗

3.15 23ほ等b(ミ見富のプレイを

他に学年間を比較して浮かびあがってくることは, ｢見学｣が,中,高でロースト1位になっ

ているということ,高校で先生の介在(指導)を嫌う債向にあるということである｡

Ⅱ　楽しさに関係する項目　一学年別!性別比較-

1.中学3年

表7ほ,楽しさに関係する項目の男女差を,中,高の学年別にみたものである｡

0.1%水準でみると, ｢『ドンマイ』と励ましてくれる｣ ｢他から『ナイス!』といわれる｣｢体育

館でやれる｣で女子が男子より高い｡中においてほ,激励･賞賛について女子の方が｢楽しさ｣

評定は高い,ということである｡

逆に0.1%水準で男子に高い項目は, ｢思わずめだつ｣ ｢運動場でやれる｣の2項目である｡
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表7　体育の授業場面における｢楽しさ｣の評定　一学年別･性別比較-

技

術

習

得

1●運動 の コツが わか る 4 .1 4 4 .2 4 4 .3 8 4 .1 7

1 8. 新 らしい ワザをつ く りだす 3 .9 5 3 .7 6 3. 89 3 .7 8

2 7● 新 しい ワザに挑戦す る 3 .6 4 3 .5 7 3. 4 3 3 .2 7

3 5● チー ムプ レイが うま くい く■ 4 .1 7 4 .2 9 4 .0 9 4 .2 5

3 7●簡 単な運動 をす る 3 .6 5 3 .0 4 2 .64 2 .84

4 0● は らは ら , どきどきの ゲー ム 3 .8 3 3 .8 8 3 .9 6 3 .8 6

4 5● ゲー ムをや る 4 .5 3 4 .4 4 4 .2 6 4 .4 1

5 0∴■練習方法 を工夫す る 3 .8 6 〉 3 .5 6 3 .4 7 3 .3 6

5 3● 他のすぼ らしいプ レイをみ る 3 .5 1 3 .7 0 3 .44 3 .6 3

5 5● で きるまで 練習 を く りか えす 3 .2 6 3 .5 2 2. 9 9 2 .8 4

5 7● 自分 の技術の上達 がわか る 4 .2 5 4 .3 2 4 . 09 4 .2 1

5 8● 強い チー ムにあた る 3 .4 1 3 .3 2 3. 15 2 .8 6

62●勝 敗 に こだわ らず に運 動 3 .6 6 3 .6 8▲ 3●4 8 〈 3 .7 5

64● プ レイが 得点に結 びつ く 4 .2 2 4 .3 3 4 . 1 7 4 .3 8

66● グルー プの上達が実 感 され る■ 3 .6 2 3 .7 8 3. 5 7 くくく 3 .9 9

68● で きなか った運動 がで きた 4 .2 1 〈 4 .4 8 4 . 0 3 〈 4 .2 7

7 0● ゲー ムをす る 4 .5 6 〉〉 4 .2 2 4 . 1 7 4 .1 8

7 1● あ った ルールに工 夫で きる 3 .6 8 3 .5 2 3 . 4 1 3 .4 0

72● 自分 の程 度に応 じた運 動 3 .5 9 くく 3 .9 1 3 . 52 3 .4 2

集

団

2● ｢が んばろ うね ｣ と励 ま しあ う 3 .0 8 3 .2 2 3 .2 3 2 .9 7

8● 皆で 力をあわせた とい う実感 4 .0 5 4 . 10 4 . 20 くく 4 .5 1

10● 他 の人か ら教 えて もら う 3 . 53 3 .6 3 3 .34 3 .1 9

15● ｢ ドンてイ｣ と励 ま して くれ る 3 .4 6 くくく 3 .9 5 3 .2 7 3 .0 7

1 9● 他 人に教 えてあげ る 3 . 80 3 .9 6 3 .8 9 3 .7 7

の 2 2● 応 援を うけ る 3 .8 3 3 .8 1 3 .8 4 3 .8 4

寡

囲

2 5● 他 と気拝が通 じあ う 3 .7 0 3 .9 0 3 .8 0 3 .9 2

2 6● 他か ら ｢ナイス ! ｣ といわ れ る 3 .8 4 くくく 4 .2 8 3. 8 1 3 .9 6

2 9● めだた ない人が活躍す る 3 .2 0 3 .3 2 3 .4 8 3 .4 1

気 60● 友 だち といろんな話 しをす る 3 . 33 〈 3 .6 1 3. 58 〈 3 .8 1

6 1● 友 だちが コツケ イな プ レイをす る 3 .7 4 〉〉 3 .3 2 3 .8 3 3 .6 3

7 3● ゲー ムの応援 3 .0 9 くく 3 .5 3 3. 2 6 くくく 3 .7 0

教

節

の

4●先 生が 冗談をい って笑わ せ る 3. 66 3 .7 5 3 .2 2 〈 3 .5 3

7●先 生が皆 を同 じよ うにみ る 3. 78 3 .9 1 3 .4 0 3 .4 8

14● 先生がや さし く教 え る 3. 30 くく 3 . 70 3 .9 1 3 .l l

16● 先生 にはめ られ る 4 . 05 4 . 15 3 .4 0 〈 3 .6 3

23● 先生 が プ レイを みて くれ る 3. 55 3 . 58 3 .0 4 2 .9 3

態

皮

●
描

導

28● 先 生の失敗 をみ る 2 .88 〉 2 . 54 3 .04 2 .9 2

30● 先 生 と話 しがで きた 3 .07 くく 3 .4 6 2 .9 0 2 .､9 2

3 3● 先生 が意見 をきいて くれ る 3 .8 1 3 .8 9 3. 5 3 3 .6 7

3 9●先 生がや る ことをわか りや す く説明 3 .2 6 3 .4 3 3 .0 6 3 .04

4 1● 先 生が 自由にや らせ る 4 .30 4 .2 2 3. 90 3 .9 6

4 4● 先生が手 を とって教 え る 3 .3 9 3 .4 2 2. 8 3 2 .8 2
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中　　　　学 高　　　　校

項　　　　　　　　　　　　目
男　丁検定　女 男　で検定　女

46●発生が一緒になって運動 3.51 3.65 3.02 3.10

48●先生のきげんがよい 3.82 3.65 3.15 3.27

54●先生が厳しく指導 3.00 3.22 2.84 2.77

69●先生すぼらしい手本をみせる 3.56 3.59 3.00 くく 3.30

3●思いどおりに動ける 4.29 4.46 4.38 4.39

6●自分の実力を発揮できる 4.41 4 .39 4.43 4.34

自 1…‥芸芸孟 bL 芸霊芸芸らされる 3.79 3.50

3.99 3.96

2.99 2.84

4.07 4.05

己
12●他の人よりもうまくできた

20●夢中でできた

4.32 4.30

4.17 4.33

4.04 3.96

4.30 4.38

実
24●ワザを皆の前で発表する

31●気分がすっきりする

3.51 3.41

4.03 4.05

2.99 2.92

4.00 4.08

堤
43●思わずめだつ

49●汗をいっぱいかく

3.78 〉〉〉 3.08

3.99 〉〉 3.58

3.40 〉 3.ll

3.60 3.41

56●体を思いきり動かす 4.00 3.94 3.86 4.08

59●大きな声を出す 3.30 3.32 3.20 3.18

冨 i …5.1.2. 芸芸冨書芸を蓋雷雲/u:三 プ 3.00 くくく 3.48

3.57 3.46

4.24 4.10

3.17 〈 3.45

3.41 3.34

3.95 〈 4.18

34●異性と一緒に運動する 3.33 〉 2.97

3.78 〉〉〉 3.18

3.67 〉〉〉 2.70

3.46 〉〉 3.05
環 38●運動場でやれる

境 42●上手な人と一緒のグループに 3.82 〉 3.53 3.11 3.27

47●用具が充分用意されている 3.88 3.65 3.56 3.53

13●補強運動をする 2.87 2.86 2.35 2.52

学 …76‥墨書雷-L 篭 芸墓孟されている 2.12 2.41

2.67 2.70

2.04 1.96

2.42 2.34
習 51●運動の合い間にひと休み 3.55 3.35 3.51 3.45

過 52●グループで話し合う時間 3.13 3.ll 3.26 3.38

程 63.65. 孟芸表芸器 誓省の時間 2.63 〈 2.96

2.46 2.67

2.65 2.85

2.62 2.66

67●準備運動をする 2.42 〈 2.70 2.48 2.70

2.高校3年　　　　　　　　　　　　　｡

同じく0.1%水準でみると｢グループの上達が実感される｣ ｢ゲームの応援｣の2項目で女子,

｢異性と一緒に運動する｣で男子,においてそれぞれ高い評定がみられる｡

全体として,有意な性差は高よりも中において多くみられ,また,中,高において共通しで性

差のある項目は7項目と少ない(5%水準)｡
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Ⅳ　楽しさに関係する項目　一基本項目カテゴリーによる比較- (表8参照)

1.運動の好嫌

運動に対して｢好きな方｣, ｢嫌いな方｣と答えた者を対照群化し,その間の有意差を検定した｡

当然のことながら,技術習得,自己実現のカテゴリーに含まれる項目に, ｢好きな方｣が有意に

高い項目が比較的多くみられる｡ただし,唯一の例外として｢見学｣は｢嫌いな方｣が高い(0.1

%水準)｡

2.態度

三つの志向型相互の比較を通して,最も多くの項目において差をみいだすことができるのは

｢伝統志向型｣と｢外部志向型｣の間においてであり, ｢外部志向型｣において評定値は高い(唯一

の例外は｢先生の失敗をみる｣であり,それも5%水準である)0

次に, ｢外部志向型｣ほどではないが, ｢内部志向型｣も｢伝統志向型｣に対して有意に高い評

定値を示す項目を多くもっている｡

しかし,教師の態度･指導,学習過程に関する項目にも有意差のある項目は少ないようであ

る｡

最後に, ｢外部志向型｣と｢内部志向型｣の間に有意差を示す項目は少なく,その方向も一方向

的ではない｡

3.体育の好きな順位

｢1位｣と｢4位｣の比較では, 10項目において0.1%水準で｢1位｣が有意に高い｡ ｢1位｣

対｢5位｣の比較で, ｢1位｣対｢4位｣の比較ほど有意差のある項目が多くないのは,標本構成

のちがい(｢1位｣対｢4位｣には小学生が含まれている)によるのであろう｡

いずれにおいても,集団の雰囲気,教師の態度･指導,学習過程,に関する項目には有意差の

ある項目は比較的少ないようである｡

r見学｣はいずれにおいても逆の方向を示している｡

4.体力

｢ある方｣が｢ない方｣よりも高い項目が23あり(1%水準),特に自己実現のカテゴリーに多

い｡ ｢見学｣が逆方向であるのは,これまでと同じ｡

5.運動部経験

｢経験有り｣と｢経験無し｣は,その間に有意差のある項目が少なく,しかも｢経験無し｣に高

い項目があったりで,部経験の有無は,授業の楽しさにそれほど影響してはいないようである｡

以上をまとめると,運動が｢好きな方｣であり,態度が｢外部志向型｣あるいは｢内部志向型｣
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表8　体育の授業場面における｢楽しさ｣評定点の

運動の好嫌
項　　　　　　　　　目

慧貴T検定警完

態　　　　度

外部T検定内部匝統T検定外部

技

術

習

得

■1 運 動 の コ ツがわ か る 4. 4 4 〉〉〉 4 .0 3 4 . 32 4 .3 7 4 . 00 くく 4 .3 2

18 新 ら しい ワザ をつ く りだす

.A

4 .0 9 〉 3 .7 3 4 . 06 4 . 04 3 . 53 くくく 4 .0 6

27 新 しい ワザ に挑 戦す る 3 .7 9 〉〉〉 3 .2 8 3 . 66 3 . 68 3 . 36 くく 3 .6 6

35 チ ー ム プ レイが うま くい く 4 .3 7 4 .1 4 4 . 35 4 . 33 4 . 03 くく 4 .3 5

37 簡 単 な運 動 をす る 3 .0 8 3 .3 5 3 . 24 〉 2 . 99 2 . 94 くく 3 .2 4

4 0 は らは ら, ど き ど き の ゲー ム 4 .1 3 〉〉〉 3 .5 8 4 . 10 4 . 08 3 . 64 くくく 4 . 10

4 5 ゲー ム を や る 4 .5 7 〉 4 .4 6 4 . 5 1 4 . 46 4 . 33 4 .5 1

50 練 習 方 法 を 工夫す る 3 .8 2 〉 3 .5 1 3 . 82 3 . 72 3 . 39 くくく 3 .8 2

53 他 の す ぼ ら しい プ レイをみ る 3. 6 9 3 .5 7 3 . 66 3 . 59 3 . 45 3 . 66

55 で き る まで 練習 を くりかえす 3 .4 6 〉〉〉 2 .9 2 3 .3 9 3 .3 2 3 .08 〈 3 . 39

57 自分 の技 術 の上 達がわ あ､る 4 .4 0 〉〉〉 3 .9 7 4 .3 3 4 .3 2 3 .9 8 くく 4 . 33

58 強 い チ ー ム虹 あた る 3 .5 1 〉 3 .0 8 3 . 44 3 . 38 3. 18 3 . 44

62 勝 敗 に こだ わ らず に運 動 3 . 7 9 3 . 65 3 .8 1 3 .7 6 3. 3 9 くくく 3 .8 1

64 プ レイが 得 点 に結びつ く 4 .3 5 4 .28 4 .3 9 4 . 30 4 .00 くくく 4 .3 9

66 グル ー プ の 上達 が実感 され る 3 .8 7 3 . 6 5 3 .8 3 3 .8 1 3 .4 5 くくく 3 .8 3

68 で き なか った運 動がで きた 4 .40 4 . 4 9 4 .4 8 〉 4 .30 4 .0 3 くくく 4 .4 8

70 ゲー ム を す る 4 .4 7 〉〉〉 3 .5 9 4 .3 2 4 .3 5 4 .1 4 4 .3 2

7 1 あ った ル ー ル に工夫で きる 3 .7 5 〉〉 3 . 3 2 3 .7 1 3 .7 0 3 .4 3 〈 3 . 7 1

72 自分 の程 度 に応 じた運 動 3 .7 6 3 . 8 1 3 .8 1 3 .68 3 .5 1 〈 3 . 8 1

2 ｢が ん ば ろ うね ｣ と励 ま しあ う 3 . 19 3 .l l 3 .0 9 3 .2 3 3 .0 8 3 .0 9

8 皆 で 力 を あ わせ た とい う実感 4 . 31 〉〉 3 .8 6 4 .1 7 くく 4 .4 0 4 . 02 4 . 17

集 10 他 の 人 か ら教 えて も ら う 3 . 57 3 .4 9 3 .5 0 3 .6 1 3 . 33 3 .5 0

団
1 5 ｢ ドン マ イ ｣ と励 ま して くれ る

1 9 他 人 に教 え て あげ る

3 .7 8 3 .7 8 3 .8 6 〉〉 3 . 57 3. 42 くくく 3 . 8 6

4 .0 6 〉 3 .7 8 4 .0 2 4 .0 1 3 . 65 くくく 4 .0 2

の 2 2 応 援 を うけ る 4 .0 8 〉〉〉 3 .5 4 3 .9 6 4 .0 6 3 . 59 くく 3 . 96

寡 2 5 他 と気 拝 が 通 じあ う 3 .9 8 3 .8 9 3 . 99 3. 99 3 .7 0 くく 3 .9 9

囲
2 6 他 か ら ｢ナ イ ス ! ｣ とい わ れ る

2 9 め だ た な い 人が活躍 す る

4 . 12 3 .9 5 4 . 15 3 . 10 3 .7 6 くくく 4 . 15

3 .3 6 3 .24 3 . 33 3. 43 3 .1 1 〈 3 .3 3

気 6 0 友 だ ち と い ろん な話 しをす る■ 3 .7 4 3 . 8 1 3 . 84 〉 3. 6 2 3 .4 2 くくく 3 .8 4

6 1 友 だ ち が コ ツケイなプ レイをす る 3 .7 0 3 .4 3 3 . 6 7 3 . 72 3 .4 7 3 .6 7

7 3 ゲ ー ム の 応 援 3 .4 5 3 .4 1 3 . 44 3 . 37 3 .2 5 3 .4 4

教
師
の
態
度
･
指
導

4　先生が冗談をいって笑わせる

7　先生が皆を同じようにみる

14　先生がやさしく教える

16　先生にはめられる

23　先生がプレイをみてくれる

28　先生の失敗をみる

30　先生と話しができた

33　先生が意見をきいてくれる

39　先生が,やることをわかりやすく
説明

41先生が自由にやらせる

3.73　　　　　3.54

3.80　　　　　3.76

3.44　　　　　3. 54

3. 98　　　　　4.05

3.59　))　3.14

2.81　)　2.41

3.27　　　　　3.19

3.86　　　　　4.00

3.48　　　　　3.46

4.22　　　　　4.32

3.76　　　　　3.58

3.85　　　　　3.78

3.60　)))　3.26

4.10　)))　3.79

3.52　　　　　3.40

2.55　くくく　2.93

3.28　　　　　3.21

3.94　　　　　3.81

3.59　)))　3.31

4.28　　　　　4.12
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平均値の基本的項目における有意差の検定

(志向型)

伝統で検定内部

体育の好きな順位

1位丁検定　4位l 1位で検定

体 刀 運動部経験

T検定　無し

4.00　くくく　4.37

3.53　くくく　4.04

3.36　(　3.68

4.03　　　　　　4.33

2.94　　　　　　2.99

3.64　くくく　4.07

4. 33　　　　　　4. 46

3.39　　くく　　3. 72

3.45　　　　　　3.59

3.08　　　　　　3.32

3. 98　　くく　　4. 32

3. 18　　　　　　3. 38

3. 39　　くく　　3. 76

4. 00　(　4. 30

3. 45　　くく　　3. 81

4. 03　(　4. 30

4. 14　　　　　　4. 35

3. 43　(　3. 70

3. 51　　　　　　3. 68

4.40　)　4.14

4.07　)　3.80

3.79　)))　3.30

4.33　　　　　4.32

3.04　　　　　3.ll

4.10　))　3.72

4. 54　　　　　4.50

3.81　　　　　3.55

3.69　　　　　3.57

3.48　))　3.02

4.37　)))　3.93

3.56　)))　2.95

3. 74　　　　　3. 64

4.38　)　4.ll

3.89　))　3.50

4. 36　　　　　4. 28

4.50 )))　3.95

3.75　)　3.45

3. 72　　　　　3. 66

4.40　　　　　4. 12

4.07　))　3.47

3.79　))　3.23

4.33　　　　　4. 12

3.04　　　　　3.18

4.10　)))　3.59

4.54　))　4.06

3.80　)　3.52

3.69　　　　　3.53

3. 48　　　　　3.48

4.37　)　4.00

3.56　)　2.94

3. 74　　　　　3. 71

4. 38　　　　　4. 44

3.89　)　3.41

4. 36　　　　　4. 06

4.49　)))　3.53

3.75　)　3.29

3. 72　　　　　3. 71

4.47　))　4. ll

4. 19　))　3.84

3.98　)))　3.29

4.32　　　　　　4.17

3.02　　　　　　3.03

4. 17　))　3.82

4. 62　))　4. 36

3.83　)　3.57

3. 60　　　　　　3.49

3.55　)))　3.00

4. 39　)　　4. ll

3.72　)))　3.15

3. 76　　　　　　3. 71

4. 46　)　4. 24

3. 81　　　　　　3. 60

4. 35　　　　　　4. 38

4.45　)))　4.04

3. 85　)　3. 55

3. 76　　　　　　3.75

4. 35　)))　4. 09

3.95　))　3.71

3.56　　)　　3.38

4. 17　　　　　　　4.24

2.87　　　　　　　2.92

3.94　　　　　　　3.82

4.46　　　　　　　4. 34

3.62　　　　　　　3.48

3.57　　　　　　　3.57

3.18　　　　　　　3.13

4. 28　　　　　　　4. 13

3. 32　))　3. 02

3. 60　　　　　　　3. 70

4. 28　　　　　　　4. 26

3. 73　　　　　　　3. 74

4. 21　　　　　　　4. 29

4. 34　　　　　　　4. 21

3.46　　　　　　　3. 55

3. 58　　　　　　　3. 65

3. 08　　　　　　3. 23

4.02　くくく　4.40

3. 33　(　3. 61

3. 42　　　　　　3. 57

3.65　くくく　4.01

3.59　くくく　4.06

3. 70　　　　　　3. 89

3. 76　　　　　　3. 99

3. 11　(　3.43

3. 42　　　　　　3. 62

3. 47　　　　　　3. 72

3. 25　　　　　　　3.37

3. 20　　　　　3. 14

4.24　))　3.86

3. 60　　　　　3. 68

3. 80　　　　　3. 59

4. 05　　　　　3. 86

4.13　)))　3.61

3. 95　　　　　3. 84

4.10　)　3.82

3.36　　　　　3. 23

3.71　　　　　3. 73

3. 69　　　　　3.61

3. 44　　　　　3. 55

3. 20　　　　　3. 12

4. 24　　　　　4. 06

3. 60　　　　　3. 53

3. 80　　　　　3. 59

4.05　)　3.65

4.13　))　3.53

3. 95　　　　　3. 94

4. 10　　　　　4.06

3. 36　　　　　3. 47

3. 71　)　3. 24

3. 69　　　　　3.41

3. 44　　　　　3. 35

≡.29

.39>

サ…霊I'…:::;.09

.25

3. 67　　　　　　3. 51

3. 85　)　3. 54

4. 11　)　3.84

4.18　)))　3.68

3. 89　　　　　　3. 93

4. 17　)　　3. 88

3. 37　　　　　　　3. 27

3. 70　　　　　　3. 72

3. 76　　　　　　3. 56

3. 37　　　　　　3. 45

3. 41　　　　　　　3. 44

3. 34　　(　　3. 57

3. 89　　　　　　　3. 82

3.92　　)　　3.71

3.79　　　　　　　3. 91

3. 94　　　　　　　4. 02

3. 37　　　　　　　3.33

3. 57　　　　　　　3. 59

3. 66　　　　　　　3. 59

3. 35　　　　　　　3. 45

3. 48　　　　　　3. 58

3. 47　　くく　　3. 78

3. 14　　　　　　3. 26

3. 73　　　　　　3. 79

3. 23　　　　　　3.40

2. 85　　　　　　　2. 93

2. 92　　くく　　3. 21

3. 65　　　　　　3. 81

3. 12　　　　　　3. 31

4. 06　　　　　　4. 12

3. 72　　　　　3. 52

3.76　　　　　3.77

3. 48　　　　　3. 36

4. 03　　　　　3. 82

3.61 )))　3.16

2.81　)　2.48

3. 27　　　　　3. 16

3. 81　　　　　3. 73

3. 48　　　　　3. 30

4. 17　　　　　4. 30

3. 72　　　　　3. 53

3. 76　　　　　3. 94

3. 48　　　　　3. 47

4. 03　　　　　3. 88

3.62　)　3.12

2. 81　　　　　2.71

3. 27　　　　　3. 29

3. 81　　　　　3. 65

3. 48　　　　　3. 18

4. 17　　　　　4. 06

3. 78　　　　　　3. 53

3. 91　　　　　　3. 74

3. 46　　　　　　3. 39

4. 05　　　　　　3. 92

3.69　)))　3.24

2. 98　)　2. 60

3. 36　　　　　　3. 13

3. 93　　　　　　3. 82

3. 61　)　3. 34

4. 25　　　　　　　4. 19

3. 52　　　　　　　3. 55

3. 57　　(　　3. 74

3. 16　　(　　3. 38

3. 79　　　　　　　3. 83

3. 32　　　　　　　3. 23

2. 84　　　　　　　2. 85

3.05　　　　　　　3. 13

3. 71　　　　　　　3. 74

3. 20　　　　　　　3. 21

4. 05　　　　　　　4. 15
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運動の好嫌
項

慧貴T検定警完

態　　　　度

外部T検定内部匝統T検定外伝
44　先生が手をとって教える

46　先生が一緒になって運動

48　先生のきげんがよい

54　先生が厳しく指導

69　先生がすぼらしい手本をみせる

;:…… , ≡:……t…:36;　…霊
】

3.62　　　　3.41 3.72　))　3.46

3.11　　　　　2.89

3.55　　　　　3.27

3.02　　　　　3.09

3.59　　　　　3.44

3.03　くくく　3.37

3.21　くくく　3.61

3.44　(　3.71

2.91　　　　　3.02

3.17　くくく　3.59

3　思いどおりに動ける

6　自分の実力を発揮できる

9　手本として前でやらされる

11勉強からの解放感

12　他の人よりもうまくできた

20　夢中でできた

24　ワザを皆の前で発表する

31気分がすっきりする

43　思わずめだつ

49　汗をいっぱいかく

56　体を思いっきり動かす

59　大きな声を出す

4.45　　　　　4. 30

4.57　)))　3.95

3.49　)　3.06

3.91　)　3.57

4.30　　　　　4. 27

4.42　)　4.14

3.48　)))　2.92

4. 17　　　　　4.00

3.55　)))　2.92

3.88　))　3.35

4.18　)))　3.30

3.35　　　　　3.16

4.39　　　　　4.47

4.43　　　　　4.46

3.31　　　　　3.40

3.79　　　　　3.91

4.31　　　　　4.20

4.38　　　　　4.39

3.33　　　　　3.31

4.16　　　　　4.19

2.41　　　　　3.46

3. 84　　　　　3.84

4.05　　　　　4.08

3.34　　　　　3.36

4.12　くく　4.39

4. 18　(　4.43

3.14　　　　　3.31

3.98　　　　　3. 79

3.98　くくく　4.31

4.08　くく　4.38

3.09　(　3.33

3.74　くくく　4.16

3.17　　　　　3.41

3.42　くくく　3.84

3.70　くく　4.05

3.14　　　　　3.34

学
　
習
　
環
　
境

5　体育館でやれる

21力の似た者同志が同じグループ

32　気のあう人と同じグループに

34　異性と一緒に運動する

38　運動場でやれる

42　上手な人と一緒のグループに

47　用具が充分用意されている

3.47　　　　　3.30 】 3.46　　　　　3.43

3. 65　　　　　3.38

4.32　　　　　4.19

3.26　)　2.81

3.70　)))　2.81

3.78　))　3.30

3.82　))　3.35

3.67　　　　　3.53

4.41 ))　4.21

2.93　くくく　3.43

3.55　　　　　3.60

3.74　)　3.50

3.68　　　　　3.80

3.11　くく　3.46

3.32　くく　3.67

3.97　くくく　4.41

3.14　　　　　2.93

3.11　くくく　3.55

3.32　くくく　3.74

3.48　　　　　3.68

13　補強運動をする

17　見学をしているとき

36　学習カード等が準備されている

51運動の合い間にひと休み

52　グループで話し合う時間

63　グループでの反省の時間

65　整理運動をする

67　準備運動をする
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2.55　くく　2.90

2.22　　　　　2.21

2.58　　　　　2.80

3.29　　く　3.54

2,,98　くく　3.28

2.64　(　2.90

2.52　　　　　2.63

2.45　(　2.71

であり,体育教科が他教科よりも比較的好きであり,体力が｢ある方｣である,という属性は,

授業場面での楽しさにプラスに機能するようである｡しかしながらその機能場面は属性によりい

くらか異なっているようである｡

また,これまでよく指摘されてきた運動部経験の有無は,それの楽しさに対する影響をそれほ

ど認めることはできなかった｡
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(志向型)

伝統丁検定内部

体育の好きな順位

1位丁検定　4位l 1位丁検定　5位

体　　　　力

ある方丁検定ない方

運動部経験

有り　T検定　無し

3. 03　　　　　　3. 18

3. 21　　　　　　3. 43

3. 44　　　　　　3. 46

2. 91　　　　　　3.09

3. 17　　く　　3.44

3.34　　　　　3. 39

3. 59　　　　　3. 30

3.67　)　3.38

3. 06　　　　　3. 02

3. 60　　　　　3. 34

3. 34　　　　　3. 30

3. 59　　　　　3. 41

3.67　)　3.12

3.06　　　　　3. 24

3. 60　　　　　3.41

3.28　　　　　　　3. 29

3. 62　)　3. 33

3. 59　　　　　　　3. 53

3. 16　))　2. 81

3. 59　　　　　　　3. 46

3.09　　　　　　　3. 15

3. 31　　　　　　　3. 34

3. 43　　　　　　　3. 52

2. 99　　　　　　　　2. 92

3. 36　　　　　　　3. 36

4.12　　くくく　4.47

4. 18　　くく　　4. 46

3. 14　　　　　　3.40

3. 98　　　　　　3. 91

3. 98　　　　　　4. 20

4. 08　　くく　　4 39

3.09　　　　　　3. 31

3.74　くくく　4.19

3. 17　　(　3. 46

3. 42　　くく　　3. 84

3. 70　　くく　　4. 08

3. 14　　　　　　3. 36

4. 40　　　　　4. 32

4.53　)))　4.07

3. 50　　　　　3. 10

3.95　))　3.50

4. 31　　　　　4. 07

4. 39　　　　　4. 21

3.46　))　3.05

4. 17　　　　　3. 91

3.58　)))　3.02

3.89　))　3.43

4.18　)))　3.52

3. 36　　　　　3. 14

4. 40　　　　　4. 12

4.53　))　4.06

3.50　))　2.82

3.95　)　3.47

4. 31　　　　4. 18

4. 39　　　　　4. 31

3.46　))　2.82

4. 17　　　　　3.88

3.58　)))　2.82

3.89　　　　　3. 53

4.18　))　3.59

3.36　　　　　3. 18

4. 55　))　4. 24

4.63　)))　4.17

3. 63　))　3. 14

3. 93　　　　　　　3. 74

4.43　)))　4.07

4.47　)　4. 25

3.51　)))　3.03

4. 15　　　　　　　4.07

3.63　)))　3.13

4.02　)))　3.51

4. 11　)　3.81

3. 37　　　　　　　3. 23

4. 44　　　　　　　4. 31

4. 50　))　4. 26

3. 36　　　　　　　3. 18

4.07　　　　　　　3. 96

4. 21　　　　　　　4.09

4. 28　　　　　　　4. 32

3. 33　))　　3. 06

4. 02　　　　　　　4. 07

3. 54　)))　3. 09

3. 70　　　　　　　3.58

3. 94　　　　　　　4. 00

3. 28　　　　　　　3. 21
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3. 27

3. 43

4. 25

)　2. 91

)))　2.98

)　3. 45

)　3. 48

3. 44　　　　　3. 47

3. 68　　　　　3. 65

4.35　)　4.06

3. 29　　　　　3.00

3.76　))　2.94

3.80　)))　2.82

3.84　))　3.24

3.58　　サ　　3.20 i 3.26　　　　　　3.29

3. 76　)　3. 46

4. 31　　　　　　4. 22

3.42　)))　2.87

3. 67　))　3. 18

3. 72　)　3. 42

3. 79　　　　　　　3. 55

3. 49　　　　　　　3. 39

4. 16　　　　　　　4. ll

3. 38　)))　2. 93

3. 42　　　　　　　3. 30

3. 53　　)　　3. 31

3. 72　　　　　　　3. 56

2. 55　　　　　　2. 76

2. 23　　　　　　2.08

2. 58　　　　　　2. 72

3. 29　　　　　　3. 42

2.98　くくく　3.36

2. 64　　　　　　2. 84

2. 52　　　　　　2.71

2. 45　(　　2. 75

2.88　)　2.55

1.92　くく　2.47

2. 79　　　　　2. 66

3. 47　　　　　3. 50

3. 26　　　　　3. 09

2. 84　　　　　2. 77

2. 60　　　　　2. 59

2. 65　　　　　2. 43

2. 88　　　　　2. 94

1.92　(　2.47

2. 79　　　　　2. 59

3. 47　　　　　3. 35

3. 26　　　　　3. 47

2. 86　　　　　2. 94

2. 60　　　　　2. 88

2. 65　　　　　2. 94

3. 02　))　2. 58

2. 03　　くく　　2. 47

2. 83　)　2. 53

3. 47　　　　　　　3. 47

3. 28　　　　　　　3.20

2. 71　　　　　　2. 74

2. 65　　　　　　　2. 64

2.75　　　　　　　3.59

2. 68　　　　　　　2. 60

2. 02　　(　　2. 28

2. 60　　　　　　　2. 46

3. 49　　　　　　　3. 43

3. 23　　　　　　　3.21

2. 75　　　　　　　2.81

2. 60　　　　　　　2. 61

2. 59　　　　　　　2. 55

Ⅴ　因子分析法による因子の抽出9)

1.小学校(表9参照)

･第1因子　31, 20, 57, 7, 35, 64, 8, 56, 19, 49の項目に0.4以上の高い因子負荷量がみら

れる｡これらの内容は運動に没入できたこと-の満足感とその技術的･社会的成果を示すので,

賀川にならって｢できはえ･成果の因子｣とする｡

･第2因子　24, 23, 12, 9, 16, 43, 6, 1, 33,に0.4以上の因子負荷量がみられる｡

これは,他の児童や教師から注目をうける項目を多く含んでいるので｢脚光の因子｣とする｡
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･第3因子　40, 41, 61, 26, 70, 58, 62, 38に0.4以上の因子負荷量がみられる｡

これらは全体として,ゲームを楽しむことに関係する項目を多く含んでいるので｢ゲームの

因子｣とする｡

･第4因子　65, 67, 13, 63に高い因子負荷量がみとめられる｡

いずれも,学習過程に定型的に組み込まれているルーティーン的活動であるので｢学習過程

の因子｣と呼ぶことにする｡

･第5因子　46, 48, 39, 69に0.4以上の高い因子負荷量が認められる｡

教師の態度や指導活動に関する内容であるので｢指導の因子｣と呼ぶことにする｡

･第6因子　55, 54, 50に高い因子負荷量がみられる｡

厳しい訓練的場面に関する内容であるので｢挑戦の因子｣とする｡

･第7因子　53, 73に高い因子負荷量がみられるので｢観戦･応援の因子｣とする｡

･第8因子　0.4以上の因子負荷量をもつ項目が29のみであり,かつそれに続く項目に内容的に

共通性のあるものがみられないので,解釈困難である｡

･第9因子　63に0.612と高い負荷量がみられ,かつそれに続く項目に共通して,グループに関

するものがみられるので｢グループの因子｣とする｡

･第10因子　32, 21に高い負荷量がみられるので｢学習集団(等質)の因子｣とする｡

｡第11因子　72, 71に高い負荷量がみられるので｢レクリ-｢ショソの因子｣とする〇

･第12因子　22, 8, 15に高い負荷量がみられるので｢激励･協力の因子｣とする｡

13, 14の両因子についてはいずれも解釈が困難であった｡

2.中学校(表10参照)

･第1因子　負荷量の高い項目の内容からみて｢できはえ･成果の因子｣とする｡

･第2因子　負荷量の高い項目に共通した内容をみい出すのは必ずしも容易ではないが,比較的

に第1因子に共通した内容をもつ項目が多く存在するので,第1因子と同様に｢できばえ,成

果の因子｣としておく｡

｡第3因子　負荷量の高い項目の内容からみて｢レ､クリエーションの因子｣とする｡

･第4因子　負荷量の高い項目の内容からみて｢学習過程の因子｣とする｡

･第5因子　負荷量の高い項目の内容からみて｢脚光の因子｣とする0

･第6因子　負荷量の高い項目に,比較的教師の指導に関することが多くみられるので｢指導の

因子｣とする｡

●第7因子　これも特に教師の指導方法に関することなので｢指導の因子｣とする｡

･第8因子　教師の非介入的態度とレクリエーションに関する項目に高い因子負荷量がみとめら

れるので｢くつろぎの因子｣とする｡
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220 体育授業における｢楽しさ｣の実態分析

･第9因子　負荷量の高い項目の内容からみて｢協力･激励の因子｣とする｡

･第10因子　負荷量の高い項目の内容からみて｢脚光の因子｣とする｡

第11から第14因子については解釈困難であった｡

3.高校(表11参照)

･第1因子　因子負荷量の高い項目の内容からみて｢成果･できはえの因子｣と命名することが

できる｡

･第2因子　因子負荷量の高い項目の内容からみて｢脚光の因子｣とする｡

･第3因子　因子負荷量の高い項目の内容からみて｢レクリエーションの因子｣とする｡

･第4因子　因子負荷量の高い項目の内容からみて｢指導の因子｣とする｡

･第5因子　因子負荷量の高い項目の内容からみて｢激励･協力の因子｣とする｡

･第6因子　52, 51, 61などの項目に高い因子負荷量が認められるのでこれを｢くつろぎの因

子｣とする｡

･第7因子　因子負荷量の高い項目の内容からみて｢学習過程の因子｣とする｡

･第8因子　因子負荷量の高い項目の内容からみて｢挑戦の因子｣とする｡

･第9因子　因子負荷量の高い項目に共通した内容がみられないので解釈困難である｡

･第10因子　因子負荷量の高い項目に,教師の指導に関する内容が多くみられるので｢指導の因

子｣とする｡

･第11因子　39, 53に高い負荷量がみられ,学習のめあてを示すような内容であるので｢学習の

めあての因子｣とする｡

･第12因子　負荷量の高い因子も少なく,内容に共通性もみられないので解釈困難である｡

･第13因子　負荷量の高い項目に等質的な学習集団を意味する内容がみられるので｢学習集団

表12　学年別にみた,体育授業における｢楽しさ｣の因子構造

≧ 〒
1 2 3 4 5

6 7 ー 10
11 12 13 14

できば
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ll.0%

-
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表17　学年別･性別にみた体育授業における｢楽しさ｣の因子構造

性

激 励
男

中

脚 光
女

男

指 導
女

I
学年
因子

性

8 f 9
10 ll 12 13 14 15

≠三+ ?
5.5%
挑 戦
5.4%
指導協力
4.7%
?●
4.6%
?
4.5%

I

学祭 上 訂 ?3.8%
?
●

3.6%

協 力

3.5%

学習環境

3.5%

高

男
v 9 y *=-4.7% 4.0% レク リエ

ー｣ シヨン
4 0%

?

3.8%

?

3.8%

? ゲ ー ム

3.4 % 3.4%

女
ゲ ー ム

5.1%

レクリエ

ーション
4.8%

くつろぎ

4▲7%

?

4.2%

?

4.1%

? ?
● ●

3.9 % 3.8%

?
●

3.8%

(等質)の因子｣とする｡

･第14因子　解釈困難である｡

4.因子構造の学年差

表12は,これまで述べてきた因子構造を学年別にまとめたものである｡各学年において, ｢で

きばえI成果の因子｣が説明力のトップを占めている｡しかしながら,賀川も述べているように,

説明力の高いわりにはそこに含まれる項目の内容に必ずしも一義性は認められず,これに関する

項目の分析･整理が必要になってくるように思われる｡

また, ｢学習過程の因子｣は,本研究においては一義的な内容を含んだ数少ない因子であるが,

寄与率からみると,学年とともに減少しているようである｡また｢激励･協力の因子｣は,学年

の進行とともに逆に,順位,寄与率とも上昇している｡

どの学年においても,第3因子以降は,順位こそ違うものの,寄与率からみると大差がなく,

従ってはっきりした傾向は指摘することができない｡
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5.因子構造の性差

表13,表14,表15,表16は,それぞれ中男,中女,高男,高女の因子負荷行列である｡

それぞれの因子の内容についての解釈は同じようにすすめてきたが,煩項になるので省略する

が,表17は,それをまとめたものである｡

表中,中男で｢レクリエーションの因子｣が1位にきていることが注目される｡また中の男子

で｢脚光の因子｣ 3位, ｢挑戦の因子｣ 9位であるのに対して女子でその順位が｢挑戦の因子｣ 3

位, ｢脚光の因子｣ 6位と逆転していることも特徴点としてあげられる｡このことは高でもいえ

る傾向であり,男子が｢脚光の因子｣が2位を占めるのに対して女子では｢挑戦の因子｣が2位

を占めている｡男子が楽しさの準拠枠を外部に求めるのに対して,女子の方がそれよりも自己の

向上に楽しさをみいだすようである｡この点,表3でみたように,男子に｢内部志向型｣が多く,

女子に｢外部志向型｣が多いという傾向と矛盾するようであるが, ｢楽しさ｣の特質ともかかわ

って解明される必要がある｡

柳井らものべているように10)ある標本データに基づいた因子が,真の潜在因子を反映してい

ることはきわめて稀であり,変数間の相互関連を示す一つの仮説的因子であると解釈すべきであ

ろう｡したがって,調査項目と被験者群をある程度変更して同様の調査をくりかえし,同一の安

定した因子を求めなければならない｡

i - ^^^^^^^^KI^^^^^^^^^ft^A

73項目にわたる体育の授業場面を設定し,それぞれの場面に対する｢楽しさ｣評定の程度を,小

6,中3,高3の学年別,また,中,高では男女の性別に,さまざまな角度から分析した｡

その結果,楽しさの評定は学年によって大きな違いがあり,また,運動の好嫌,態度(志向型),

体育の好きな順位,体力,といった,体育に関係する基本的項目も体育授業における楽しさに関す

る多くの項目に影響を与えていることがわかった｡しかしながら,男女の違い,運動部所属経験の

有無,による影響はあまりみられなかった｡

また,準しさの構造をより単純,明確にするために因子分析を学年別,性別に試みたが,幾つか

の特徴点はみられたものの,結果として得られた因子の一義性,因子相互における内容的相違の不

明確さ,といった問題を残すこととなった｡

前にも指摘したようにこの点での調査の積み重ねの必要性を痛感している｡

｢まえがき｣のところでも述べたように,本調査はあくまでも,体育の授業場面における｢楽し

さ｣評定の実態を把握したものである｡したがって,結果は,理想的な体育授業のあり方からし

て,過去の授業経験における正負の遺産を反映したものである｡ ｢まえがき｣で強調したように,

理念的･清輝的研究の蓄積と,それに基づく実態研究結果のチェックが必要になってくる所以であ

る｡
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本調査の実施にあたっては,鹿児島市立田上小学校,鹿児島大学附属中学校,鹿児島市立玉竜高

校の諸先生方にお世話になりました｡また,集計,作表の作業で,薮隆司,松山英作,久永一男の

諸君の手をわずらわせました｡とこに記して感謝申し上げます｡

注

1)西は｢一過性｣の楽しさだけを味わわせているようは授業では不十分で,チャレンジする｢課題達成的

運動｣による満足を重視すべきことを指摘している｡西順一: ｢体育の授業は楽しかったか｣で終る授

業の問題点,学校体育1979, 10. pp.56-57｡また小林は,運動での楽しさには｢運動の過程での楽し

さ｣と｢運動の結果としての楽しさ｣があるが,授業では特に前者が強調されるべきであるとしている｡

小林篤:運動の楽しさからえた体力つくりのあり方,学校体育,同上P.42｡阪田は, ｢授業における楽

しさの追求が,教材の追求と深い関係があるということについての認識が,まだまだ弱いのではないだ

ろうか｣と,現場での受けとめ方の現状に対して危倶を表明している｡阪田尚彦:いま,体育の授業は

こう変わらなくてはならない,体育科教育, 1983, 4. p. 190

2)宇土は, ｢運動の楽しさを重視することが体力や運動技能の向上を阻むという関係が必然的なものでは

ない｣として, ｢場合によっては体操に劣らない『体力向上への貢献』を結果としてプレゼントできる可

能性を大きく含んでいる｣と主張している｡宇土正彦:運動の楽しさと体力･運動技能をめぐる問題,

学校体育, 1979, 10, p.14｡また｢プレイ論｣も一貫してこの立場を主張しつづけてきていのは周知の

通りである｡

3)例えば浅見は｢どうも私はこの楽しいという表現になじめない｣として, ｢要は体育というのは,子ど

もが時間中いっぱい生き生きとのびのびと動き回わっている状態を作り出すことができれば,その目標

とするところの大半は達成できる｣としている｡浅見俊雄:子どもの体力の育成をどう考えるか,体育

科教育1983, 4. p.26｡

4)吉沢は楽しさの重要性を認めながら, ｢楽しみとはいちおう切り離して運動処方の立場から,身体運動

による適切な負荷が是非与えられなければならない｣としている｡吉沢茂弘:楽しさ体験により,健康･

体力問題は解決しうるか,学校体育, 1979, 10. p.54｡

5)周知のように,学校体育研究同志会は従来から｢基礎技術｣の根本的見直しにより画期的な教材編成や

学習指導過程を生み出してきている｡同会からは｢楽しい体育･スポーツ｣が季刊として労働旬報社よ

り出版されている｡

6)例えば,学校体育, 1979年2月の｢体育授業における楽しさの追求｣特集号,学校体育, 1982年3月の

｢楽しい体育のための評価｣特集号,体育科教育, 1983年2月の｢『楽しい体育』を築く学習評価と授業

計画｣特集号,等を参照のこと｡

7)徳永幹雄･橋本公雄:体育授業の｢運動の楽しさ｣に関する因子分析的研究,九州大学健康科学第2巻,

1980｡

8)賀川昌明:体育授業における楽しさの要因分析,徳島大学教養部紀要　保健体育科学第13巻1980｡

9)因子の解釈･命名については,徳永ら,賀川のものを参考にした｡

10)柳井晴夫･岩坪秀一,多変量解析入門,講談社　昭和51年p.134｡
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体育の授業についての調査

小　･　中 年　　　　男　･女

1.あなたの運動の好き嫌いは次のどれにあたりますか｡

1好きな方　　　　2　どちらともいえない　　　　3　嫌いな方

2.あなたは,どのようにしたらよいかわからない場面に出あったとき次のうちどのような態度をとりますか

1　これまで,一般的になされてきたやり方でやる

2　自分でじっくり考えてみて,自分のベストと思うやり方でやる

3　先生や友達など,他の人にたずねる

3.次の教科に,好きな順に番号をつけなさい(1,2　-･)

国語( )　英語(  )　数学(  )　体育(  )　美術(  )

4.あなたは,自分の体力をどのように思いますか｡

1　ある方　　　　2　普通　　　　3　ない方

5.あなたは運動部にはいっていますか｡

1　ほいっている(　　)部

2　はいっていた(　　)部

3　はいっていないし,はいったこともない

次の文章は,体育の授業中におきるいろいろな場面について書いたものです｡あなたは,このようなとき｢楽

しさ｣を感じると思いますか｡

もし,まったく楽しさを感じないと思う場合には1.あまり楽しさを感じないと思う場合には　2.どちらと

もいえない場合には　3.楽しさを感じると思う場合には　4.強く楽しさを感じると思う場合には5を,それぞ

れ○でかこんで下さい｡

なお,これはテストではありませんで｢正しい答｣ ｢まちがった答｣ということを気にする必要はありません｡

あなたの考えに最もちかいものをひとつだけ選んで,答えて下さい｡

記入のしかたは下の例のようにして下さい｡

例　自分だけ特別なことをするとき
/ っ

)
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じ
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る
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-
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じ
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貴
い
ど
ち
ら
と
も
S
え

1.運動のコツがわかったとき

2.きらいな人と一緒になっても｢がんばろうね｣と励ましあうとき

3.思いどおりに動くことができたとき

4.先生が冗談をいって笑わせるとき

5.体育館でやれるとき

6.自分の実力が発揮できるとき

7.先生がすべての生徒を同じようにみてくれるとき

/　　2　　3　　　ゲ　　5
∫-　　i I　ー　　t∴　ー｣

/　　2　　3　　ゲ　　5
L　　!　_I L　　ー　I　∴一一__⊥

/　　2　　3　　年　　5
⊥___⊥

/　　2　　3　　ゲ　　5
--!-----　　　し‥　　　I I　　　ー｣

/　　2　　3　　年　　5

3　　　年　　　5

マL　尋
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8.みんなで力をあわせてやったという実感のもてるとき

9.自分が手本として,運動をみんなの前でやらされるとき

10.自分のわからないことを,他の生徒から教えてもらったとき

ll.勉強からの解放感が味わえたとき

12.他の人よりもうまくできたとき

13.柔軟体操などの,補強運動をするとき

14.先生がやさしく教えてくれるとき

15.失敗しても, ｢ドンマイ,ドンマイ｣といって励ましてくれるとき

16.先生にはめられるとき

17.見学をしているとき

18.自分たちで新ら･しいワザをつくりだせたとき

19.自分が,他の人に何かを教えてあげてわかってもらえたとき

20.夢中になってできたとき

21.力の似ている者どうLが同じグループになるとき

22.応援をうけているとき

23.先生が自分のプレイを見てくれているとき

24.練習の終わりに,身につけたワザをみんなの前で発表できるとき

25.あまりつきあいのなかった人と,気拝が通じあうようになったとき

26.他の人から｢ナイス!｣とかいわれたとき

27.新しい運動やワザに挑戦するとき

28.先生が失敗するのをみるとき

29.めだたない人が活躍したとき

30.先生と話しができたとき

31.もやもやがとれて,気分がすっきりしたとき

32.気のあう人と同じグループになれるとき

33.先生が自分たちの意見をよくきいてくれるとき

34.異性と一緒に運動するとき

35.チームプレイがうまくいったとき
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36.学習カードや記録用紙が準備されているとき

37.簡単な運動をするとき

38,天気のよい日に,運動場でやれるとき

39.先生がこれからやることをわかりやすく説明してくれるとき

40.ほらほら,どきどきのゲームができたとき

41.先生が自由にやれといって,自由にやらせてくれるとき

42.上手な人と一緒のグループになれるとき

43.思わずめだってしまったとき

44.先生が,手とり足とりして教えてくれるとき

45.ゲームや競争に勝ったとき
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46.先生が一緒になって運動してくれるとき

47･運動で使う用具(ボールなど)がじゅうぶん用意されているとき

48,先生の気げんがよいとき

49.汗をいっぱいかいたとき

50･自分たちで練習方法を工夫することができるとき

51･運動の合い間にひと休みしているとき

52･グループで話し合う時間があるとき

53･他の生徒や先生のすぼらしいプレイをみるとき

54･先生が厳しく指導してくれるとき

55･なんどもなんどもできるまで練習をくりかえすとき

56.体を思いっきり動かしたとき

57･自分の技術が上達していくのがわかるとき

58･強いチームや相手にあたったとき

59.大きな声が出せたとき

60･友だちといろんな話しができたとき

61･友だちがコッケイなプレイをしたとき

62･勝敗にこだわらずに運動ができるとき
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63.授業の終りにグループでの反省の時間があるとき

64.自分のプレイが得点に結びついたとき

65.整理運動をするとき

66.グループみんなの上達が実感できるとき

67.準備運動をするとき

68.できなかった運動ができるようになったとき

69.先生がすぼらしい手本をみせてくれたとき

70.ゲームをするとき

71.自分たちにあったルールを工夫できるとき

72.自分の程度に応じた運動ができるとき

73.ゲームを応援しているとき

/　　2

/　　2　　3　　ゲ　　5

2　　3　　年　　5
__1ー　　.  I　†-

/　　2　　3　　年　　5

S
f
i
3　　　年　　　5

/　　2　　3 ゲ　　　5


